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文内容の要旨

本論文は担子菌類(Basidiomycetes)，特に異担子菌類(Heterobasidae)の形態変化に関連して Tr-

emella fuciformis， Auricularia auricula-judaeの子実体および酵母型細胞の多糖類の構造ならびに

にその特異的なグリコシダーゼの精製とその性質の解明を目的として行ったものである。この論文は

序論と本文五章および総括からなる O

第一章，序論では本研究の背景になる菌類の多糖類およびその関連グリコシダーゼに関するこれま

での知見ならびに本研究の目的とその内容の概略を述べている O

第二章では， T. fuciformisの酵母型細胞のつくる細胞外多糖の生産条件の検討とその構造につい

て述べ，特にその酸性多糖はα ( 1→3) -結合のマンナンの主鎖のC-2から(1→2) -結合

のキシロース，グルクロン酸およびフコース残基がそれぞれ側鎖としてついた高分岐構造をもつこと

を明らかにしている O

第三章では， T. fucifor回 isの細胞壁多糖のアルカリ不溶画分は，その細胞外に生成する多糖と類

似した構造部分とβ- (1→3) -， (1→6) -結合よりなる D-グルカン部分が強く結合した酸

性多糖であることが示唆されている O また細胞表層には細胞外多糖と類似した構造を有し，細胞外多

糖と免疫交差性を示す多糖が存在することが明らかにされている O

第四章では A.auricula-judae子実体の多糖の分画およびその化学的特性について述べている O す

なわちアルカリ不溶のH一(1→3) -結合した主鎖にβ-(1→6 )ーの側枝をもっβ-Dーグル

カンとそれに類似した水可溶のβ-DーグルカンわよびT.fuciformisの細胞外多糖と類似した酸性

多糖が存在することを明らかにしている O

-330-



第五章 で は ウ サ ギ抗 T r e m e ll a 血 清を用 い , T r e m e ll a
,
A u r i c u l a r i a お よび C r y p t o c o c c u s の 酸性

多糖 の 免疫化学的研究 に つ い て 述 べ
, そ の 抗原決定基 が糖鎖末端 の グ ル ク ロ ン酸 お よ びキ シ ロ ー ス で

あ る こ と を明ら か に し, そ れ ら多糖の 免疫交差性 よ り ,
T r e m ell a . A u r i c u l a r i a

,
C r y p t o c o c c u s 属 の

近縁性 が確認 さ れ た ｡

第 六 章で は T . f u c i f o r m i s のβ - D - マ ン ノ シ ダ ー ゼ とβ - N - ア セ テ ル ー D - ヘ キ ソ サ ミ ニ ダ
ー

ゼ の 単離, 精製と そ れ らの 性質 に つ い て 述 べ
,

こ れ らは複合糖質 の 研究 に 役立 っ も の で あ る こ と を明

ら か に し て い る ｡

第七 章
,

総括 で は 本文五 章の 内容 に つ い て 総括的 に 述 べ て い る ｡

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

細菌 , 酵母な ど微生物 の 生成す る 多糖類 は近年, 食 品
,

工 業材料, さ ら に 医薬 へ の 応用の 見地 か ら

注目さ れ
,

世界的 に 活発 に 研究 さ れ て き た ｡

本論文 は こ れま で 知見 の 乏 し か っ た T r e m e l l a f u c if o r m i s ( し ろ きくらげ) ,
A u r i c u l a r i a a ｡ r i c ｡ .

1 a
-j u d a e ( きくらげ) を ど食用 異担子菌 に つ い て, そ の 子実体, 酵母型細胞 お よ び細胞外 の 多糖類 の

特性を有機化学的, 免疫化学的を見地 か ら検討 し
,

さ ら に そ の 関連グ リ コ シ ダ
ー ゼ を純化 し

,
その 性

質を解 明 し た もの で あ り
,
微生物多糖類の 基礎 , 応 用 に 関連 し て い る ｡

すを わ ち T ･ f u c i f o r m i s の つ く る細胞外, 細胞表層 お よ び子実体 の 酸性多糖類 は い ず れもα - ( 1

→ 3 ) 一結合 の マ ン ナ ン を主鎖 と し グ ル ク ロ ン 酸
,

キ シ ロ ー ス が ( 1 → 2 ) 結合で 側鎖 と して つ く興

味あ る 高分岐構造をも っ こ と
,

類似 の 多糖を A . a u r i c u l a
-

j u d a e が っ く る こ と
,

ま た 上記 二 菌種 は酸

性多糖 とβ - ( 1 → 3 ) -
, β - ( 1 → 6 ) 一結合 か らな る分岐 グ ル カ ン が強固 に 結合 し た細胞壁構

成分を つ く る こ と を明 か に し
,

さ ら に ま た 従来精製 の 容易で を か っ たβ- マ ン ノ シ ダ ー ゼ(複合糖質の

研究 に 利用) の 容易を精製法 に 成功 し た ｡

一

方 T . f u c i f o r mi s が 上記 の 酸性 多糖を培養中 に 多量生産

す る こ と を見出 し た ｡

本論文 の よう に 微生物 の 多糖類 の 生産 や化学的 さ ら に 免疫化学的 に 構造を検討 し
,

ま た微生物 の 形

態変化や 分類的を面 に ま で 関連 して 多糖類類 の 構造を総合的 に 検討 し た研究 は少 い ｡ し た が っ て 本論

文 は 単 に 特殊な微生物多糖類 の 基礎的な知 見を与 え た だ け で なく , 微生物 の 有用 生産物 と し て の 多糖

類 の 応用分野 に も寄与をなすもの で博士論文と して 価値あ る もの と認 め る ｡
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第五章ではウサギ抗 Tremella血清を用い， Tremella， Auriculariaおよび、Cryptococcusの酸性

多糖の免疫化学的研究について述べ，その抗原決定基が有者鎖末端のグルクロン酸およびキシロースで

あることを明らかにし，それら多糖の免疫交差性より， Tremella. Auricularia， Cryptococcus属の

近縁性が確認された。

第六章では T.fuciformisのβ-D マンノシダーゼとβ N-アセチル D ヘキソサミニダー

ゼの単離，精製とそれらの性質について述べ，これらは複合糖質の研究に役立つものであることを明

らかにしている O

第七章，総括で、は本文五章の内容について総括的に述べている O

論文の審査結果の要旨

細菌，酵母など微生物の生成する多糖類は近年，食品，工業材料，さらに医薬への応用の見地から

注目され，世界的に活発に研究されてきた。

本論文はこれまで知見の乏しかった Tremellafuciformis (しろきくらげ)， Auricularia auricu-

la-judae (きくらげ)など食用異担子菌について，その子実体，酵母型細胞むよび細胞外の多糖類の

特性を有機化学的，免疫化学的な見地から検討し， さらにその関連グリコシダーゼを純化し，その性

質を解明したものであり，微生物多糖類の基礎，応用に関連している O

すなわち T.fuciformisのつくる細胞外，細胞表層および子実体の酸性多糖類はいずれもα- (1 

→3) -結合のマンナンを主鎖としグルクロン酸，キシロースが(1→2 )結合で側鎖としてつく興

味ある高分岐構造をもつこと，類似の多糖を A.auricula-judaeがつくること，また上記二菌種は酸

性多糖とβ- (1→3) -， β- (1→6) -結合からなる分岐グルカンが強固に結合した細胞壁構

成分をつくることを明かにし，さらにまた従来精製の容易でなかったβーマンノシダーゼ(複合糖質の

研究に利用)の容易な精製法に成功した。一方T.fuciformisが上記の酸性多糖を培養中に多量生産

することを見出したO

本論文のように微生物の多糖類の生産や化学的さらに免疫化学的に構造を検討し，また微生物の形

態変化や分類的な面にまで関連して多糖類類の構造を総合的に検討した研究は少し」したがって本論

文は単に特殊な微生物多糖類の基礎的な知見を与えただけでなく，微生物の有用生産物としての多糖

類の応用分野にも寄与をなすもので博士論文として価値あるものと認める O
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